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10 家庭 

学校番号 T3009 

家庭科 

教科 家庭 科目 食文化 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 なし 

副教材等 なし 

 

１ 学習の到達目標 

栄養，食品，献立，調理，テーブルコーディネートなどに関する知識と技術を習得させ，食生活を総合的

にデザインするとともに食育の推進に寄与する能力と態度を育てる。 

 

２ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

食の役割に関心を

持ち、作ることから

食べるところまで

を総合的にとらえ

て計画する意欲と

実践的な態度を身

につけようとする。 

自分自身の食生活や、

食環境が大きく変化

している現状に課題

を見つけ、思考を深め

る。また、考えをまと

めて判断ができる。 

調理、テーブルコー

ディネートなどに関

する技術を習得する

ことができる。 

食事の意義と役割

について理解する

とともに、豊かな食

事を構成する要素

として栄養、食品、

料理様式と献立、調

理、テーブルコーデ

ィネートなどに関

する知識を習得す

ることができる。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 
ワークシートの記
述 
授業に向かう姿勢 

学習状況の観察 
ワークシートの記述 
定期考査の結果 
 

学習状況の観察 
ワークシートの記述 
実習の技能 
実習のレポート 
定期考査の結果 
 

学習状況の観察 
ワークシートの記
述 
定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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３ 学習の活動 

学  
期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 
a b c d 

前
期 

食
生
活
と
健
康 

○食事の意義と役割 

○食を取り巻く現状 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

a: 自分自身の食生活や日本の食生活の

現状に関心を持ち、改善しようとする意

欲が感じられる。  

b: 心身ともに健康で豊かな食生活を営む

ための食事のあり方について思考を深

め、自分の食生活の現状を判断すること

ができる。 

c: 現代の食生活の現状について、考えを

まとめることができる。 

d: 食事は、栄養を供給し、生命の維持や

健康の保持増進を図ると同時に、精神

的な役割や文化的な役割を果たしてい

ることが理解できる。 

日本の食生活の現状についての問題点

が理解できる。 

調
理
の
基
本 

○包丁の基本的な扱い方 

○日本料理 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

a:日本料理の様式の特徴について関心

を持とうとしている。 

b:食器・盛りつけについて、目的に応じ

た適切な選択ができる。 

c:包丁を扱うことができ、日本料理の調

理に必要な調理技術の基礎を身につ

けることができる。 

日本料理の食卓構成や食卓作法、供応

に伴うマナーを身につけることがで

きる。 

食器・盛りつけについて適切な取り扱

いができる。 

d:日本料理の調理に必要な基礎知識を

習得することができ、料理様式につい

て、特徴や献立構成を理解できる。 

  

前期期末考査  ○ ○ ○  

後
期 

茶
道
体
験 

○茶道体験 ○ ○ ○ ○ a:茶道について関心を持とうとしてい

る。 

b:どのようにすれば美しい立ち居振る

舞いができるか考え、表現できる。 

c:亭主、客の作法を身につけることがで

きる。 

d:茶道についての基礎知識を習得して

いる。 
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調
理
の
基
本 

○西洋料理 

○中国料理 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:西洋料理、中国料理の様式の特徴につ

いて関心を持とうとしている。 

b:食器・盛りつけ・テーブルクロス・照

明などについて、目的に応じた適切な

選択ができる。 

c: 包丁を扱うことができ、西洋料理と

中国料理の調理に必要な調理技術の

基礎を身につけることができる。 

西洋料理と中国料理の食卓構成や食

卓作法、供応に伴うマナーを身につけ

ることができる。 

食器・盛りつけについて適切な取り扱

いができる。 

d: 西洋料理と中国料理の代表的な料理

様式について、それぞれの特徴や献立

構成を理解できる。 

  

前期期末考査  ○ ○ ○  

 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 

 


